























































のち、翌二年三月、隠岐国に配流された。同三年（一三三三（閏二月、天皇は隠岐を脱出、伯耆の豪族名和長年に迎えられ、船上山に拠った。同年五月、鎌倉幕府が滅亡、六月、天皇は京都の内裏に帰還する。右の歌は「よるべも波」に無いのでの意 「無み」を掛け 荒波に漂う海路の旅の不安を回想的に詠んだもので、中世の他の文献に 見えない。歌自体の大意は「忘れることがあろうか、荒い波の打ち寄せる海岸で漕ぎ寄せるところもなく、舟 上で抱いていた、あの時の思いを」と一応と が、左注がないと下句が捉えにくい。後醍醐天皇が隠岐の配所を脱出した際、自身を迎え船上山に奉じて挙兵した長年の忠義を思って書き残した歌とする長い左注によって、一首は脱出時 海の光景になり、 「み舟 上」が船上山を指すこ がわかり、身を寄せる所もない私を船上山に迎えてくれた その忠義の心 忘れることがあろうか、
二三
『新葉集』羇旅部の視線










































の歌を置いている まず『新葉集』の身近な手本となり得 のは『続千載集』であろう。同集は宗良親王の祖父二条為世が撰者で、 『新葉集』はこれに倣い、羇旅を巻八 し、巻軸に後宇多院の子・後醍醐天皇の詠を置いたように見える。ただし遡ると、この形式の初出は『新古今集』で、巻軸は当代 後鳥羽院 熊野御幸の折の 「見るままに山風荒くしぐるめり都もいまや夜寒なるらむ」 （九八九、本文＝伝為相本
（、巻頭にも古代の元明天皇の藤原京から平城京への遷都の折の歌






































































































































































































































































































（（8以降、 「月」の歌が十一首続く。月と共に「都」 「故郷」 「九重」の語が詠まれており、 「旅寝の月に都を思う」歌
群と捉えられる。終盤
（（（から再び行路詠となり、海辺の歌枕と「舟」の語が並ぶ「海路の旅」の歌群。この「舟」の語に
導かれて「み舟 上」を む後醍醐天皇 巻軸歌が配される。
このうち、歌番号に
を付した実詠の作者は師賢・源具行・後醍醐天皇などで、実詠のほとんどが元弘の乱の配流に






























































で、四人とも羇旅部以外にも多くの歌が載る、 『新葉集』の代表歌人だが、彼らが経験した「元弘の乱以外の」南朝の歴史に関わる旅の歌は には見えない。後村上天皇（一三二八～一三六八（は義良親王時代の元弘三年（一三三三（北畠親房・顕家とともに陸奥に下向し、建武二年（一三三五 と延元二年（一三三七（に西上しているが、幼少期ゆえであろう、まだ詠歌はない。陸奥下向に同行した親房、即位後の正平七年（一三五二（男山八幡に進軍した後村上天皇、正平期に繰り返された北朝 の攻防戦に参じた隆俊のその折の歌が見えないのは、戦塵ゆえに詠んでいないともとれるし、羇旅部は配流の歌は許容しても軍旅は載せないとも考えられる。ただし、親房は延元 年、暴風雨で常陸国に漂着 小田城に拠って活動する。この常陸滞在は期間も長く、 『神皇正統記』も著している で 歌があってもよいように思われる。
以上の作者の現実の旅の歌が羇旅部に見えないのは、撰集の際、詠草が存在していなかったという物理的理由がひとま









も「中務卿宗良親王」と 入れている。雑部は詞書に戦乱を明示しうる巻という位置づけ うかがえる。また離別部では「駿河の国に住み侍りし比、なほいささか ばかる事 りて信濃国 越えんとせし時……」 （五二四
（
とやや朧化される



































a 都〈故郷〉 b 羇旅歌 c 比率 d 歌枕 e 比率
①古今集  （〈 0〉  （（ （9〔（9〕  （（ （） （（
②後撰集  （〈 0〉  （8 （（〔（（〕 （0（ （） （（
④後拾遺集 （（〈 （〉  （（ （（〔（（〕 （0（（（） （（
⑦千載集  9〈 0〉  （（ （9〔（9〕 （（（ （） （（
⑧新古今集 （（〈（（〉  9（ （（〔（（〕 （（（（0） （（
⑨新勅撰集  （〈 0〉  （（ （（〔（（〕 （（（ （） （（
⑩続後撰集  8〈 0〉  （（ （（〔（（〕 （（（ 8） （（
⑪続古今集 （（〈 9〉  8（ （9〔（8〕 （9（ （） （（
⑫続拾遺集 （0〈 （〉  （（ （（〔（（〕 （（（ （） （（
⑬新後撰集 （（〈 （〉  （（ （9〔（0〕 （0（ （） （（
⑭玉葉集 （（〈 （〉 （（（ （（〔（（〕 （（（（（） （（
⑮続千載集 （（ 〈 （〉 （0（ （（〔（（〕 （（（ 8） （（
⑯続後拾遺集  8〈 （〉  （（ （0〔（8〕 （9（ 0） （（
⑰風雅集  （〈 （〉  （（ （8〔（0〕 （（（ 9） （（
⑱新千載集 （0〈 （〉  （8 （（〔（（〕 （（（ （） （（
⑲新拾遺集  （〈 （〉  8（ （（〔 （〕 （（（ （） （（
⑳新後拾遺集  （〈 （〉  （（ （（〔（（〕 （（（ （） （（
㉑新続古今集 （（〈（（〉  9（ （9〔（（〕 （（（ （） （0
※ （（〔（（〕 　 ※ （（ 　











集』の羇旅歌における「都」 「歌枕」の登場回数を数値化してみた。 『拾遺集』は別部のみ、 『金葉集』 『詞花集』は離別羇旅部を置かないので挙げない。十三代集のうち『新勅撰集』 『続後撰集』 『続 『玉葉集』 続千載集』 『風雅集』は離別の巻をもたず、羇旅部（ 『玉葉集』 『風雅集』の部立名は「旅」
（
の冒頭に離別歌が入り込んでいるため、数値化も厳密なもの







































































































































こうした姿勢は中世の勅撰集に発展的に継承されてい 。 『新古今集』 『続古今集』 『続拾遺集』 『新後撰集』 『新千載集』 『新
続古今集』の六集が羇旅部巻軸に を思う歌を置き、 『続古今集』と『新後撰集』は「都」 「故郷」の歌群で羇旅部を終えている。また、巻軸以外にも、 「故郷」詠が五首以上並ぶ歌群（途中に一、 首間をおくものも含む
（
が『新古














能因詠のように、 『後拾遺集』の羇旅歌 ほとんどが実詠という点で平安期的ではあるが、 「都」と「歌枕」の分布と構成意識という視点から転機とし 注目されるものであり、のちの中世の展開を準備した集と位置づけてみたい。
以上より、 「都」 「故郷」で歌群を形成することも、巻軸部に「都」詠を置くことも、 『後拾遺集』を起点として中世勅撰





































































































































































































「都」よりも「故郷」を多く並べた歌群として注目される。 「歌枕」詠の少なさと併せ、 『風雅集』羇旅部は独自の姿勢を示していることが「都」 「歌枕」の分布からも知られる。
（
（（
　
有吉保『新古今和歌集の研究
　
基盤と構成』 （三省堂
　
一九六八・四（第二編第五章「羇旅部の構成と特質」 。
（
（（
　
安田徳子『中世和歌研究』 （和泉書院
　
一九九八・三（第一章第一節「旅歌の変遷」 。
（
（（
　
田渕句美子「敗者たちの風景
――
勅撰集を中心に
――
」 （ 『中世文学』四九、二〇〇四・六（で詳しく論じられている。
＊和歌・歌集序文の本文および歌数・歌番号は、とくにことわりのない限り『新編国歌大観』による（漢字・句読点は適宜当てた
（。南
朝の人物の経歴は『尊卑分脈』 『公卿補任』と小木喬氏注（
（0（
著書、井上宗雄『中世歌壇史の研究
　
南北朝期』改訂新版（明治書院
　
一九八七・五（等を参照した。
